
きょうだいげんか 

 

きょうだいのけんかに日々頭を悩ませる方も多いと思います。 

そんな時、皆さんはどうされますか？ 

 

次は、Ｂ組さんでブロックの取り合いになって、ＡちゃんがＢくんをたたいてしまった場面

を想定して、園でのかかわり方をご紹介します。 

 

保育士 「Ａちゃん、どうしたの？」（「どうしたの！」ではなく） 

Ａちゃん「だって！Ｂくん、ブロック貸してくれんもん！」 

保育士 「そうなんや。貸してほしかったんやね。」 

Ａちゃん「そうや。だってブロック、Ｂくんい～っぱい持っとるのに、貸してくれんもん！」 

保育士 「そうか。い～っぱい持っとって、貸してほしかったけど貸してくれんし、くやし

くなってたたいてしまったんやね。」 

Ａちゃん「うん・・・・」 

 

ここまでＡちゃんと話して、次は横で二人のお話を聞いていたＢちゃんに聞きます。 

 

保育士 「Ｂくん、たたかれて嫌やったね。今Ａちゃんのお話聞いとった？Ａちゃんは、Ｂ

くんがブロックい～っぱい持っとるのに貸してくれんし、くやしかったんやっ

て。」 

Ｂくん 「・・・・・・」 

保育士 「Ｂくん、Ａちゃんに何かいいたいことあるのかな？」 

Ｂくん 「・・・・・・。Ａちゃん、いっつも朝早～くくるやろ。そしたらいっぱいブロッ

ク一人で使っとるけど、僕使えんもん。」 

保育士 「そうか。いつも使いたいけどＡちゃんが早くくるし、使えんのか。だから今日は

Ａちゃんが遅かったし、使えたんやね。」 

Ｂくん 「うん」 

保育士 「Ａちゃん、Ｂくんの気持ちわかった？」 

Ａちゃん「うん」 

保育士 「でも、Ｂくんはお口で、“貸して”って言ったかな？」 

Ｂくん 「言わんだ。」 

Ａちゃん「そっか。お口で、貸してって言わんとたたいてしまったんか。」 

 

 



このように、お互いの気持ちが相手に伝わるように橋渡しをするのが私たちの仕事です。

原則として「あなたはここが悪い」というふうな、決め付け方はしないようにしています。

相手の気持ちがわからないのでけんかになります。相手にも自分と同じように気持ちがあ

る、と言うことがわかると、解決方法は出てくることが多いです。子供は、気持ちを言葉で

言い表すということは苦手です。だからこそ大人の橋渡しが必要です。大人が裁判官になっ

てしまうとうまくいきません。大人が気持ちの橋渡し役に徹していると、子供は本来備わっ

ている力で、自分たちで考えて問題を解決していきます。 

 小さい子と大きい子のけんかでは、なかなかこんな風にはうまく橋渡しはできませんが、

ふだんからよく見ていると、けんかの原因がわかってきたりします。大きい子が小さい子を

いじめると言うような場合は、普段から小さい子をかばいすぎて上の子の言い分を良く聞

いて受け止めているか、反省しないといけません。 

 けんかの際に私たちが気をつけなければならないことは、お互いの気持ちさえよくわか

れば解決は子供ができる、ということを信じることです。大人の仕事は、もつれた糸をほぐ

し、交通整理をしてあげることです。 


